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ニニ ，三 の 昆 虫 に 見 られ るクラ イ ン

岡 田 豊 日 （東京都 立 大 学理 学部生物学教室）

　 分類学 に 命名 は必須 で あ る が ，種 内集団 の 命名 に

・信 常 に 煩雑 さ と困難とが 伴 な う。 特 に 昆 虫 で は 安易

な 命名 が 行 な わ れ が ち で あ る 。 J．　Huxley （1938，9）

が ク ラ イ ソ の 概念を提唱 し た 理 由は ，

“

分類学 の 補

．助手段
tJ

と して ， か か る難点 を 解決す る の に あ っ

た 。 ク ラ イ ン は 形質 に 対 し与 え られ る もの で ， 分類

単位 で は な く従 っ て 命名も さ れな い 。 しか し種内集

’
団 に い くつ か の 形質 に つ い て 平行的に飛石的 （step

ped） ク ラ イ ン が見られ る場合 に は，亜 種 を 認 め る の

が適 当で あ る （Hubbel，1954 ；Bogert01954 ；Mor −

・eau ，1948＞。連続的 ク ラ イ ン を示す種 は 種分化 を起

こ し難 い （Mayr ，1942）が ，ク ラ ・fン の 両端に 多 く

の 異 な っ た遺伝的要素が蓄積 されれば ，
二 次的地理

釣 隔離 に よ っ て 種分化が 完成 さ れ る こ ともあ り得 る

（Mayr，1963）。

　 ク ラ ィ ン そ の もの は観察し得 る実態 で ，γ
エ 分類学

・
の 範囲 に あ る が，そ れ が遺伝的の 現象で あ る かな い

かな ど と い う生物学的意義を 解明 す る の は，r2 分類

学 （≒ 集団遺伝学）の 立場 とな る （Hubbel ，
ユ956）．

．以下 い くつ か の 例 を 挙げて 昆 虫 に 見 ら れ る ク ラ イ ン

の 実態 と そ の 生物学的意義 を 考 え て 見 よ う 。

　 1，　休 の 大 き さの ク ラ イ ソ ，日本産 の v ダ ラ メ マ

　トイ や ツ バ メ メ マ トイ な ど の シ ョウ ジ ョウ バ エ は ，

北 に行 く程 ， 高 地 に行 く程，ま た 寒 い 季節 に な る程，

大 き くな る。飼育困難の た め か か る ク ラ イ ソ の 生 物

．
学的意義は ま だ不明 で ある。しか し全 く同様 な 水平

・的，垂直的 お よ び季節的 ク ラ イ ン の 平行現象は，北

米 の DrosoPhila 　Pseudoobsc＃ ra ，　D ．　r θb＃ sta な ど

で も見 ら れ ， か つ 遺伝的の もの で あ る こ とが 判明 し

て い る 。 （Dobzhansky，
1951 ；Stalker　and 　Carson，

．1949）。
ヨ
ーロ

ッ
パ で も D ．　S ”bobSC” ra が 北方 に 行

く程大 とな り，そ れが 遺伝的 な もの で ある こ とが 知

・られ て い る （Prevosti，
1955）。

エ ゾ エ ン マ コ ウ ロ ギ

，，lt逆 に南方 に行く程大 きくな る が ， こ れ も遺伝的 で

あ り， か つ 南方 に 行 く程生長期間 が 伸 び る結果で あ

る こ と が 判 っ た （Masaki，
1966）。 朝比 奈 （1950＞は

多 くの 昆虫 に つ き，分布 の 中心 か ら遠ざか る程体が

大 きな る傾向 が あ る と の 説を出した 。
シ 。 ウ ジ 。ウ

バ エ 類 に もこ の 説 は 当て は ま る 。

　2， 色彩
・
斑紋の ク ラ イ ン ，ス カ ソ ジ ア ピ ア の エ

ゾ ス ジ グ ロ チ ． ウ の 翅 は 南方 で 白 く北上す る程黄色

とな る 。 ま た 雌 の 期 の 黒 斑 は 北方 に 行 く程大 き くな

る 。
こ の 両 ク ラ イ ソ は等態線（isophene）が や や異な

る が ， そ れ は 湿 度 の 影響 で あ ろ うとい う（Petersen，

1949）。形 比 ク ラ イ ソ 　「morph
−ratio 　 cline ）として

は ， ナ ミ テ ン トウ や Biston　bet”lariaな どの 例が

著名 で あ る 。

　3． 部分的形態 の ク ラ イ ン ，英国 の D ．　 subobsc ”ra

の性櫛歯数 は 西 か ら東へ 増加 ず る。こ れ は直接適応

的なもの で はな い と い う。（Prevosti，
1955）．4．染

色的多形 の ク ラ イ ン ，5．生 理 的 ク ラ イ ソ ，
6．交雑

結果 に よ る ク ラ イ ン な どの 例 も多い が 省略す る 。

貝 類 の クラ イ ン

波部忠重 （国立 科学 博 物館動物）

　貝類で も同じ種 が産地 に よ って い ろ い ろ の 変異を

し て い る が ， そ の 間
一一

つ の 傾向を示す例をあげて 考

察す る e

殻 の 大 きさ ， 黒 潮暖流 に 従 っ て 南 か 弱 匕へ 分布す

る 貝類 で は 南方熱帯地 方で 大 き く，北方 日本 の 沿 岸

を北上す る ほ ど 小 形 とな る種 は 少 な くな い 。ウ ズ ラ

タ マ キ ビ ガ イ ゐ測 ・raria 　 scabra もそ の 一例で ・ 最

大の 殻 高 は パ ラ オ で 31mm ，
フ ィ リ ッ

ピ ン で 25

mm ， 沖縄 で 17mm
， 和 歌山県 で 14mm 位で あ る・

　しか し．タ カ ラ ガ 4CyPraea 類 な どで はそ れ と

は 逆 に南方熱帯地方で 小 形 で，北 上 す る ほ ど大形 と

な る。ハ ナ ビ ラ ダ カ ラ ガ イ Monetaria 　annulUS を

例 に とる と ， 最 小 の 殻高は サ モ ア で 10mm ，
パ ラオ

で 11．mm ，フ 、 リ ピ ン で ユ2・”・m ，石 垣 島 で 13　mm ・

奄美大島 で 16　mm ， 和歌山県白浜 で 16 觚 翅 位 で あ

る 。
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　　前者 の 場合は水 温が低 くな る と成長 が お そ く な

　り ， 小 形 で 成熟 す る が ， 後者は水温が 低 い と成熟 が

　お くれ て ， 成長が すすむ た め と治もわれ る。

　 陸産貝類は海産貝類 よ りも産地 に よ る変 異が 著 し

い が ， 日本の マ イ マ イ Euhadra 類 で は い ずれ の 種
で も，山 地に 棲む型 の 殻 は 大形で 黒 味 が 強 く，色帯

は完全 に現われ る が，平地 に 棲む型の 殻 は 小 形 で 藁

色 に なり， 色帯 は周 縁 帯 と 臍 帯の み が 現わ れ た もの

が多 くな る 。そ して 種 々 の 程度の 中間型 が その 間に

現われ る。また 島や 半島で は通常小形と な る。

　 また，同 じ山地型 で も， ク ロ ィ ワ マ イ
ー
“ イ E ＃ha−

dr α senckenbergiana を 例に と る と ，
．飛弾山地 で

は 殻径 50mm を越え ， 伊吹山地 で は 45− 50mm ， 最

南 の鈴鹿辰 水で は 40− 45　mm とな り，平 地 型 で は

40　mm 　LA下 とな る 。
ツ ク シ マ イ マ イEuhadra 舵 プ

・

ktotsi で は 屋久島， 佐多岬で 最 も小形で 殻径 23．4
mm 位，種子島で 31．　O　 mm ．鹿児島 で 30．6mm ，天

草 で 32．7mm ，福岡で 36．　3　mm ，対馬で 33．5mm
で 北方ほ ど多少大型 とな る が，ま た 宮崎県高千 穂で

は 42．　0　mm で 山地型 で あ る
。 ま た福岡県沖島の は

27．　S　mm に すぎな い 。

　 色帯は ク チ ペ ；・・Y イ マ イ の観察で は丹波山地で は

完全 に 3色帯の 現われ た個体が 大 部分で あ るが，京

阪，奈良 さ らに 和歌 山 で は 平地型とな っ て そ の 色帯

は個体に よ っ て そ の
一

部を 欠 くよ うに な るが ，紀伊

山地本宮 で は 丹 波 山地 と同 じ く3 色帯を現 わす。

　 肋 の 数　ホ タ テ ガ イ 確 2 納 oρ80 卿 1
’
essoensis

や ヨ ーロ
ッ

パ 産の Pecten 　oPerc ”larisな ど で は水

温 の 低 い 地方 ほ ど肋数が多 くな る こ と が報告 されて

い るが，ヤ カ ドツ ノ ガ イDentatium　octangufat μm

は塩 釜 な ど北方 で は 8 角の 個体 が 多 く， 9 角 10角も

ある が ， 南方 ， 和歌 山，高知，福岡な どで は 6角 の

個体 が多い 。

　 棘の 有無　サ ザ t− BatilrUS　cernutUS は外 海 の 個

体 に は 殻表 に 著 しい 棘突起 を生 じる が ， 瀬戸内海 や

内湾 な どで は 棘突起が弱 くな り，全 く失 な っ た個体

が 多 くな る傾向を示す。

　染色体数 と殻形　ア ブ 1
丿力 に 広 く分布す る淡水産

有肺巻貝 BulinUS 類が 分布す る が，そ の 染色体 数

に は 2n ＝36
，
72，108，144 の 個体群が あり， 2n

匚36はア フ リ ヵ 東部，2n ＝一　72 は 西 北部に 広 く分布

す る が，エ チ オ ピ ア の 標高 2，100rn以 上 の 地方で は

2n − 108，144 の個体群があ り， 殻は 大形 となり r

殻高が 高 くな る な ど の 傾向を示す ， （Brown ＆ Wri ・・

ght ，
1972）と報告 されて い る 。 琵琶湖産の カ ワ 昌 ナ

Semis・lcospt’ra 類 で もイ 渤 ワ ニナ s．　m ・ ltigra−

nosa は 染色体数 n ＝14 で 宇治川 に す む近似種 ハ ペ
’

カ ワ ニナ S．　｝tabOf は n ＝7 で ある。両種は殻形 は似
『
．

る が，後種 は 殻表 の い ぼ列 が 弱 い 傾向が あ る （Bur−・

ch
， 1968＞o

ザ トゥ ム シ に お けるク ラ イ ン

鈴木 正将 （広島大学理 学部動物学教室ン

　 ふ つ う各形質は，そ れ ぞ れ の 環境 の 選 択 結 果 と み 一

な さ れ る の で ， そ の 責を 負 う環境要因 に 方向性があ．

れば ， 形質 に もそ れが 現われ て くる 。環 境 の 変化 に

基 づ く形質 の 漸次的移行， すな わ ち ク ラ ィ ン の 研究

は ， 種 の 動的すが た の 理解 に役立 ち，とくに 亜種以 ．
下 の 段階 の 表現 に お ける 有効 な 方策 と な る で あ ろ

っ 。 ザ トウ ム シ は一
般 に 移動力が 弱 く，隠 遁的生活 t．

をす るの で ， 局地的物理 環境 の 影響を 受 け や す く，

多 くの 形質 に 強 い 変 性 が み られ る c．変性 に は無方向 イ

の もの もあ るが ， 中に は ク ラ イ ン 的性格 の もの もあ

る。そ の 主 な る もの として は ，外的形 態
一

体長，脚
長・棘 ・

突起 の 発達，触肢
・
鋏角などの 形 ・大 き

さ，色斑　内的形態一交尾器 ， 染色体　非形態的形 一

質一習性．多形 ・奇形 の 出現率 ， 性 比　の ク ラ イ ン

が あげ られ る e こ れ らの ク ラ イ ン の適応的 ， あ る い ・

は生物学的意義に つ い て はまだ ほ と ん ど論 じ られ な

い の で ， こ こ で は主要な ク ラ イ ソ の 現象的な 面を略 ・

述す る に と ど め る 。

　1．　体長 ：体長 は つ ね に ク ラ イ ン 的 に 変化す る わ ・

け で な い が ， か な りの 種に ク ラ イ U がみ ら れ る 。

Aletima 　genufusca で は ， 生息地 の気温の 低下 に

ともな い しだ い に 小 型化す る 。
こ の 場合，緯度や機

高 の 変化 に ともな う気候的変化．とくに 直接生活 に

ひ び く気濕 の 変化 が主 な選 択要因 とな っ て い る と 考
’

えられ る。MelanoPa 　grandis で は変化は全 く逆

で 1 寒い 産地 ほ ど 大型 で あ る e 北 の 大型 と南の 小 型 ‘

集団の 間 に は 明 らか な断絶が ある の で ，こ の場合 に

は ， 気候的要因よりむ し ろ遺伝的要因が強 く関与 し

て い る と推測 され る。

　2．　脚長 ：脚長の 変化は ， 多 くの 種で か な り規則 1
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